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第６学年 国語科学習指導案 

 

 

                       日 時 平成１８年１０月１８日（水）５校時 
                       児 童 ６年 男子８名 女子８名 計１６名 
                       指導者 菅 野 晋 
 
 
１ 単元名    

表現を味わい、豊かに想像しよう 「やまなし」（光村図書 国語下 希望） 
 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 
本単元は、学習指導要領「C読むこと」の目標「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読むこ
とができるようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育て

る。」を受けて設定した。宮沢賢治の童話作品「やまなし」と、資料として添えられた宮沢賢治の伝

記「イーハトーブの夢」の二つ教材から成る本単元は、指導事項「ウ 登場人物の心情や場面につ

いての描写など、優れた叙述を味わいながら読むこと。」に適している。 
「やまなし」は、「二枚の青い幻灯」として映し出された「五月」「十二月」という二つの場面か

ら構成されている。谷川の底に棲むかにの目を通してこれらの場面を読むことにより、私たちを取

り巻く世界で起こる現象の本質や理想を考えさせられる、象徴的で深い思想性をもつ作品である。

二つの場面が意図的に並置されていることも、読者に対比的な読みを促し、作品の象徴性をより一

層増すはたらきをしている。この手法から、「物事の本質は現象の一面を見ただけでは十分にとらえ

られない。現象を多面的かつ対比的にとらえたときに相対的に浮かび上がるものだ。」といった作者

の世界観をうかがい知ることができる。作者の世界観は、独特な表現の仕方にも表れており、比喩

表現、色彩語、擬声語・擬態語や言葉のもつ響きとリズムを読み味わうことで、イメージ豊かに作

品の世界に迫っていくことができる。 
資料「イーハトーブの夢」は、宮沢賢治の世界に深くかかわる筆者が小学生向けに書き下ろした

評伝で、児童はここで作者の生き方や考え方を知り、「やまなし」で読み取ったことと重ね合わせ、

より一層作品世界への興味と理解を深めることができる。 
 
（２） 児童について 
読書好きな児童が多く、お互いに本を紹介し合ったり、好みのジャンルや作家の本を読んだりし

ている。一方で、意識調査の結果から文学的文章の学習に対する関心の度合いにばらつきが見られ、

読解力にも少なからぬ差がある。また、思いや考えを抵抗なく表すことができる児童は多いが、表

現の効果やイメージを味わい、それを交流するという学習経験は、まだ十分とはいえない。表現を

介して人物や情景について交流する学習は、児童の想像の幅や内容を豊かに広げることにつながる

ものと考える。 
これまで、体験や実感をもとにして共感的に作品を読ませ、交流させることを意識して指導して

きた。その結果、児童は、４月の「カレーライス」の学習で、登場人物の視点から、心情とその変

化を共感的に読んだり、読者である自分の視点から叙述に即して主人公について考えたりすること

ができた。また、６月の「森へ」の学習で、効果的な表現からイメージをふくらませつつ、筆者の

視点に立って心の動きを共感的にとらえたり、叙述に即して対話的に読みながら、筆者の自然観に

ついて考えたりすることができた。 
具体的な指導としては、サイドラインや書き込みをさせることで、自分なりの読みをしっかりと
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持たせ、小グループで意見を交流させた。これは、どの児童にも学習参加させ、全体での学びを個

人に還元させることをねらったものである。また、「学び合い」の段階では、友達の考えに共感や補

足をしながら発表できる児童が増えてきている。 
 

（３） 指導にあたって 
教材「やまなし」「イーハトーブの夢」の指導を通してつけさせたい力は、「①情景や人物を叙述

に即しつつ想像を働かせてとらえ、場面を対比させて読むこと」と、「②作品に描かれた世界の意味

を考え、作者の考え方や生き方を知ること」である。 
「つかむ」段階の指導で、「やまなし」の文章構成をおおまかにとらえ、読者の視点（幻灯）から

かにの視点（「五月」と「十二月」の場面）へ、最後に再び読者の視点へ移行していくことを確認す

る。また、児童の興味や疑問から課題を設定していくようにする。 
「ふかめる」段階の指導においては、かにの心情や人物像を、児童自身の問題意識と関わらせな

がら共感的に読み取らせていく。そのために、「一人学び」としてサイドライン・書き込みをさせる

ことにより、じっくりとテキストと対話しながら、叙述に即して考えを持てるようにしたい。また、

擬声語・擬態語、色彩語、比喩表現などに着目させて情景を豊かに想像できるようにするとともに、

表現の仕方によって受け取るイメージも異なってくることついても取り上げたい。ただ、想像する

ことは読者の知識・体験と関わりが深いため、大きく個人差が生じることが予想される。そこで、

「学び合い」の段階に小グループでの話し合いを柔軟に取り入れて、短時間で考えを確認・修正し、

全体での話し合いが深まるようにする。 
以上の手立てを押さえて「五月」と「十二月」の場面を読んだあとで、二つの場面を対比して読

ませ、一見矛盾する現象に相違点や類似点を見つけさせながら、作者の理想や願いについて考えを

深めさせていきたい。 
人間の内面に深く関わる事柄に満ちた作品を生み出し、生きることへの切実な問いを繰り返した

作者の人間像に気づき、さらに他の作品から作者の思いや理想を感じ取ることは、単に文学的文章

の読み方を上達させるだけでなく、人間や世界に対するものの見方を育むことにつながると考える。

そこで、「まとめる」段階では、資料「イーハトーブの夢」でつかんだ作者の生き方や考えをもとに

他の作品を読み、感じたことや学習全体を通して学んだことを交流していきたい。 
 
 

３ 単元の目標   
  ○ 表現を手がかりに情景や人物について想像し、作品に描かれた世界について考える。 
  ○ 作者の考え方や生き方を知り、他の作品を興味を持って読む。 
 
（１） 関心・意欲・態度 

・情景や独特の表現に興味をもち、宮沢賢治の作品や生き方を知ろうとしている。 
 

（２） 読む 
・作品に描かれた情景や人物像を、叙述に即して想像しながら読むことができる。 
・評伝の内容を読み取り、作者の作品や生き方を知ることができる。 
・宮沢賢治の生き方や考え方を、視点にそってまとめることができる。 

 
（３） 言語事項 

・比喩的な表現の効果を考えることができる。 
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４ 単元指導計画と評価計画   ( １２時間 本時 ９／１２ ) 
具体の評価規準 

過
程 時 目  標 

Ｂ（概ね達成） Ａ（十分達成の一例） Ｃ（努力を要する子への手立て） 

１ 

・「やまなし」を

読み、感想や

作者について

発表すること

ができる。 

関：宮沢賢治やその作

品について知って

いることや初発の

感想を発表しよう

としている。（発

言・ノート） 

人物像や表現の工

夫に着目しながら感

想や作者について発

表しようとしている。 

 表現のおもしろさ

やかにの様子につい

て、感じたことを書か

せる。 

つ
か
む 

２ 

・文章構成をと

らえ、場面・

人物・視点に

ついて知るこ

とができる。 

読：「まえがき」と「あ

とがき」、「五月」と

「十二月」がそれぞ

れ対になっている

ことをとらえてい

る。（発言・観察） 

対の文章構造にな

っていることや、視点

が水の底にあって、そ

れが、かにの目に重な

っていることに気づ

いている。 

 「まえがき」で、水

の底を外から見てい

る視点が、「五月」で

水の底から見た視点

に変わっていること

をイメージさせなが

らとらえさせる。 

３ 

・「五月」のかに

の兄弟の様子

や情景を想像

しながら読む

こ と が で き

る。 

読：会話文から、幼い

かにの様子を想像

して書き込みをし

たり、読み取ったこ

とを発表したりし

ている。 
（発言・ノート） 

叙述を関連づけた

り類推したりしなが

ら、かにの様子を想像

して、書き込みや発表

をしている。 

 会話文や色彩語な

どから、かにの目に見

えるものやその様子

を話させたり、友達の

発表を参考に読み取

らせたりする。 

４ 

・かにの兄弟が

見たものや出

来事を想像し

ながら読むこ

とができる。 

読：情景描写から、水

に飛び込んできた

ものや魚の死を想

像して書き込みを

したり、読み取った

ことを発表したり

している。 
（発言・ノート） 

叙述を関連づけた

り類推したりしなが

ら、かわせみや魚の様

子を想像して、書き込

みや発表をしている。 

比喩・擬態語・色彩

語などから、かにの目

から見えるものやそ

の様子を話させたり、

友達の発表を参考に

読み取らせたりする。 

５ 

・かにの親子の

様子や情景を

想像しながら

読み、「五月」

はどんな世界

かを考えるこ

とができる。 

読：会話文からかにの

兄弟と父親の様子

を想像するととも

に、「五月」の場面

の明暗のイメージ

に気づいている。 
（発言・ノート） 

叙述を関連づけた

り類推したりしなが

ら、かにの様子を想像

するとともに、「五月」

の場面の明暗、生かし

生かされる二重のイ

メージに気づいてい

る。 

会話文から、かにに

とってかわせみの出

現や魚・クラムボンの

死はどんな体験だっ

たのかを考えさせた

り、友達の発表を参考

に読み取らせたりす

る。 

ふ
か
め
る 

６ 
 

・「十二月」のか

にの兄弟の様

子や情景を想

像しながら読

むことができ

る。 

読：会話文から、成長

したかにの様子を

想像して書き込み

をしたり、読み取っ

たことを発表した

りしている。 
（発言・ノート） 

叙述を関連づけた

り類推したりしなが

ら、かにの様子を想像

して、書き込みや発表

をしている。 

会話文から、かにの

様子や気持ちを想像

させて話させたり、友

達の発表を参考に読

み取らせたりする。 
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７ 

・かにの親子の

様子や情景を

想像しながら

読み、「十二

月」はどんな

世界かを考え

ることができ

る。 

読：会話文や情景描写

から、落ちてきたも

のやかにの様子を

想像するとともに、

「十二月」の場面

の、明暗のイメージ

に気づいている。

（発言・ノート） 

叙述を関連づけた

り類推したりしなが

ら、かにの様子を想像

するとともに、「十二

月」の場面の明暗、生

かし生かされる二重

のイメージに気づい

ている。 

会話文から、かにに

とってやまなしの登

場はどんな体験だっ

たのかを考えさせた

り、友達の発表を参考

に読み取らせたりす

る。 

８ 

・「五月」と「十

二月」を対比

させて読むこ

とができる。 

読：「五月」と「十二

月」の様子を対比

し、相違点や類似点

を見つけて書いて

いる。（発言・ワー

クシート） 

「五月」と「十二月」

の様子を対比し、相違

点や類似点に着目し

て、そこから新たな疑

問を見つけて書いて

いる。 

「五月」と「十二月」

の場面の違いについ

て、色彩や光の様子な

ど、観点を具体的に提

示して想起させる。 

９ 
 
本 
時 

・「対比」を通し

て出てきた疑

問を考え、「や

まなし」にこ

めた作者の思

いについて読

み取ることが

できる。 

読：「五月」と「十二

月」の疑問について

考えを持ち、「やま

なし」という題名の

意味を考えている。 
（発言・ワークシー

ト） 

「五月」と「十二月」

の疑問を、現実の世界

の問題に当てはめて

考え、作品にこめた作

者の思いについて考

えている。 

現実の世界で起き

ている問題が、「五月」

と「十二月」に描かれ

たどんなこととつな

がっているかを考え

させる。 

10 

・資料「イーハ 
トーブの夢」

を読み、作者

についてまと

めることがで

きる。 

読：作者の生きた時代

と考え方や作品に

ついて、分けてまと

めている。 
（ワークシート） 

作者の生きた時代

と考え方や作品を対

応させてまとめてい

る。 

 時間の流れと作者

の行動がわかる語句

や文を見つけさせて

書かせる。 

11 

・作者の生き方

や考え方をと

らえ、他の作

品に興味をも

って読もうと

することがで

きる。 

関：作者の作品や生き

方についての感想

を発表したり書い

たりしようとして

いる。 
（発言・ノート） 

読み取ったことを

もとに、作者の作品や

生き方について自分

なりの感想を発表し

たり書いたりしよう

としている。 

 かぎ括弧がつけら

れた部分や、「夢」な

どの語句が使われた

文に着目させて、作者

の人間像をとらえさ

せる。 

ま
と
め
る 

12 

・単元の学習を

振り返り、宮

沢賢治の作品

や生き方から

学んだことに

つ い て ま と

め、交流する

こ と が で き

る。 

読：作品に描かれた宮

沢賢治の思いや理

想について考えを

持ち、発表したり書

いたりしている。 
 （発言・ノート） 

作品で読み取っ

たことと、「イーハ

トーブの夢」で読み

取った作者の思い

や理想を関連づけ

ながら自分の考え

を発表したり書い

たりしている。 

 「イーハトーブの

夢」でとらえた作者

の人間像が表れて

いる「やまなし」の

場面や文を考えさ

せる。 
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５ 本時の指導（９／１２） 
（１） 本時の目標 
対比を通して出てきた疑問を考え、「やまなし」にこめた作者の思いについて読み取ることができ 
る。 

 
（２）指導にあたって 
  前時を終えた段階で児童から出された問題を集約して、本時の「学び合い」の柱（課題）を立て 
る。それらについて、予めワークシートに考えを書き込ませておき、これを「一人学び」とする。 
本時では、その書き込みをもとにした話し合いを中心とする学習活動を展開する。「学び合い」では、 
グループでの短い話し合いを柔軟に取り入れ、司会者中心に、全員が考えを話すことで学習を深め 
させたい。 

 
（３）本時の展開 
過

程 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価 
（準 備） 

つ

か

む 
 
 
 
 
３

分 

１ 前時の学習を想起する。 
 
 
２ 学習課題を確認する。 
「やまなし」を書いて、宮 
沢賢治は何を伝えたかったの 
だろうか。 
 ○ 「五月」と「十二月」の世

界に描かれた問題 
 ○ 「やまなし」の題名の意味 
 ○ 作者がとらえる世界とは 

・「五月」と「十二月」の場面を対

比して読んだことにより、見えて

きたことを想起させる。 
 
・前時までの学習を終えて、新たに

出てきた問題を提示する。 
  

・前時の板書 
 
 
 
・紙板書 

 
 
 
 
 
 
ふ

か

め

る 
 
 
 
 
 
 
 
35
分 

３ 「やまなし」にこめた作者の

思いを読み取る。 
（１）「五月」と「十二月」の世

界の対比で出てきた疑問

について話し合う。 
（グループ学習・学び合い） 

 
 
 
 
 

 
（２）「やまなし」の題名の意味

について話し合う。 
  （グループ学習・学び合い） 
 

 
（３）作者が提示する世界につ

いて話し合う。（学び合

い） 
 

 
 
・かわせみ、魚、クラムボンの順に、

それぞれの立場に立つことにつ

いて考えさせる。 
・現実に起きている問題（戦争、い

じめ等）にあてはめて考えさせ

る。 
・「十二月」に描かれた平和な世界

を確認し、あらためて「五月」が

描かれた意味を考えさせる。 
・自分が読み取ったことと比べなが

ら発表を聞くようにさせる。 
・収奪・悲しみの世界の象徴である

「かわせみ」ではなく、恵み・安

らぎの世界の象徴である「やまな

し」が題名になっている理由につ

いて話し合えるようにさせる。 
・これまで話し合ったことをもと

に、「十二月」に示している作者

の世界観をとらえさせる。 

 
 
【評価】 
「五月」と「十二

月」の疑問について

考えを持ち、「やま

なし」という題名の

意味を考えている。

（発言・ワークシー

ト） 
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ま

と

め

る 
 
７

分 

４ 課題についてまとめる。 
 
 
５ 学習を振り返る。 
 ・感想交流 
 
 
６ 次時の学習内容を知る。 

・書き出しを提示する。 
 
 
・学習を振り返り、分かったり気づ

いたりしたことや、自分の学習の

し方について振り返らせる。 

 
 
 

 
 

(４) 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

や
ま
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
沢 

賢
治 

 

「
や
ま
な
し
」
を
書
い
て
、
宮
沢
賢
治
は
何
を
伝
え
た 

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 〈
考
え
た
い
こ
と
〉 

①
「
五
月
」
と
「
十
二
月
」
の
世
界
に
描
か
れ
た
問
題 

 
 

②
「
や
ま
な
し
」
の
題
名
の
意
味 

③
作
者
の
と
ら
え
る
世
界
と
は 

 
 
 
 
 

 
 
 

・
か
わ
せ
み 

…
悪
い
／
し
か
た
が
な
い 

 
 
 

・
魚 

…
悪
い
／
か
わ
い
そ
う
／
か
わ
せ
み
の
た
め 

 
 
 

・
ク
ラ
ム
ボ
ン
…
か
わ
い
そ
う
／
死
に
た
く
な
い 

○
生
き
る
た
め
に
殺
し
殺
さ
れ
る
悲
し
い
世
界 

戦
争 

争
い 

け
ん
か 

い
じ
め 

 
 
世
界
の
〈
厳
し
さ
・
悲
し
さ
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

・
や
ま
な
し 

…
お
い
し
い
お
酒 

楽
し
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵
み 

か
に
を
生
か
す 

○
恵
み
や
生
き
る
希
望
を
与
え
る
や
す
ら
い
だ
世
界 

  
 
 
 

世
界
の
〈
温
か
さ
・
平
和
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
や
ま
な
し
の
よ
う
に
、
人
に
恵
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
安
心
を
与
え
な
が
ら
生
き
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
世
界 

 

「
や
ま
な
し
」
で
、
宮
沢
賢
治
は
、
現
実
の
厳
し
さ
や 

悲
し
さ
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
平
和
で
や
す
ら
い 

だ
生
き
方
を
求
め
る
こ
と
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
い 

う
願
い
を
伝
え
た
か
っ
た
。 

五 

月 

十
二
月 
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六
年
「
や
ま
な
し
」
文
章
構
成
図 

 

一 五月 まえがき 場
面 

暖かく、生命が躍動する春の季節を迎えた谷川では、明るい陽光の中で、生命の奪い合いが目まぐるしく展開されている。そ

こは、生命を奪うことによって自らの生命を維持していく冷厳な世界である。かにの兄弟は、魚の生命を奪った「かわせみ」を

恐れ、死の不安に襲われる。 

 
情
景 

 
 

二
ひ
き
の
か
に
の
子
ど
も
ら
の
会
話 

 
 
 
 

 
「
ク
ラ
ム
ボ
ン
は 

か
ぷ
か
ぷ
笑
っ
た
よ
。
」 

明
る
く
、 

 
 

＊
か
に
の
兄
弟
の
幼
い
様
子 

 
 
 
 

 

楽
し
い 

 
 

＊
「
ク
ラ
ム
ボ
ン
」
は
、
命
あ
る
も
の 

 

イ
メ
ー
ジ 

 
 
 
 

と
し
て
か
に
の
目
に
映
っ
て
い
る 

 

つ
う
と
銀
の
色
の
腹
を
ひ
る
が
え
し
て 

一
ぴ
き
の
魚
が 

 
 
 
 
 

【
魚
の
登
場
１
】 

不
安･

死
の 

 

「
ク
ラ
ム
ボ
ン
は 
死
ん
だ
よ
。
」 

 
 
 
 

イ
メ
ー
ジ 

 
 
 

「
ク
ラ
ム
ボ
ン
は 

殺
さ
れ
た
よ
。
」 

 
 

魚
が
ま
た
つ
う
と
も
ど
っ
て 
【
魚
の
登
場
２
】 

に
わ
か
に
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
、 

 
 
 
 

場
面
の
転
換 

日
光
の
黄
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

元
の
明
る 

 
  

光
の
あ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
世
界
へ 

 
 
 

 魚
が
〜
ま
る
っ
き
り
黄
金
の
光
を
ま
る
っ
き 

 
 

不
安
で
、 

り
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て 

 

【
魚
の
登
場
３
】 
不
気
味
な 

鉄
色
に
変
に
底
光
り
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ
メ
ー
ジ 

 
 
 

「
何
か
悪
い
こ
と
を
〜
取
っ
て
る
ん
だ
よ
。
」 

 
 

そ
の
か
げ
は
〜
す
べ
り
ま
し
た
。
【
魚
の
登
場
４
】 

 
 

そ
の
と
き
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
面
の
急
転 

青
光
り
の 

ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
鉄
砲
だ
ま
の
よ
う
な 

 
 
 
 
 

も
の 

コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に
黒
く
と
が
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 

（
魚
を
襲
っ
て
食
べ
た
か
わ
せ
み
） 

 
 
 

魚
の
白
い
腹
が
ぎ
ら
っ
と
光
っ
て
〜
【
魚
の
死
】 

 
 
 

二
ひ
き
は
ま
る
で
声
も
出
ず
、 
 
 
 
 
 

 

恐
怖
・
死 

 
 
 

居
す
く
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

の
イ
メ
ー 

【
お
父
さ
ん
の
か
に
の
登
場
】 

 
 
 
 
 

 
 

ジ 
 

 

 
 

「
〜
か
わ
せ
み
と
い
う
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
、
安
心
し
ろ
。 

お
れ
た
ち
は
か
ま
わ
な
い
ん
だ
か
ら
。
」 

 
 

「
魚
か
い
。
魚
は
こ
わ
い
所
へ
行
っ
た
。」 

「
い
い
、
い
い
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
。
心
配 

す
る
な
。
そ
ら
、
か
ば
の
花
が
流
れ
て
き
た
。 

 
 
 

ご
ら
ん
、
き
れ
い
だ
ろ
う
。」 

 
 
 
 
 

＊
「
青
い
も
の
」
の
正
体
を
知
っ
て
い
る 
 
 
 
 
 
 

お
父
さ
ん
の
か
に
は
、
兄
弟
の
不
安
を 
 
 
 
 
 
 

和
ら
げ
、
目
線
を
変
え
さ
せ
よ
う
と
す
る 

光
の
あ
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

恐
怖
の
余
韻 

 
 

花
び
ら
の
か
げ
は
〜
す
べ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

葬
送
の
花
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ
メ
ー
ジ 

  
 
 
 
 
 

（
場
・
視
点
の
限
定
） 

小
さ
な
谷
川
の
底
を
写
し
た
、
二
枚
の
青
い
幻
灯
で
す
。 

構 
 

成 
 

の 
 

要 
 

素 

 

・
ク
ラ
ム
ボ
ン 

・
か
ぷ
か
ぷ 

  

・
つ
う
と 

・
ひ
る
が
え
す 

・
下
の
方 

  

・
に
わ
か
に 

・
日
光
の
黄
金 

・
夢
の
よ
う
に 

・
光
の
あ
み 

・
黄
金
の
光 

・
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に 

 

・
底
光
り 

・
上
の
方 

・
す
べ
る 

・
青
光
り 

・
ぎ
ら
ぎ
ら
す
る 

・
鉄
砲
だ
ま
の
よ
う
な 

・
コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に 

・
ひ
る
が
え
る 

・
居
す
く
ま
る 

・
は
じ 

 

・
か
わ
せ
み 

・
か
ま
わ
な
い 

    

・
か
ば 

    

・
光
の
あ
み 

・
花
び
ら
の
か
げ 

・
す
べ
る 

・
幻
灯 

留
意
す
べ
き
言
語
事
項 

水の底 

水面 
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あとがき 二 十二月 

 
 寒く、生命が影をひそめる冬の季節を迎えた谷川では、美しく静寂の月光の中で、奪うことも奪われることもなくゆったりと時が流れ

ている。自らを全うした生命が、他の生命の恵みとなる平和な安らぎの世界である。かにの兄弟は、熟して落ち、さらなる恵みに変化し

ていく「やまなし」に喜びや希望を抱く。 

私
の
幻
灯
は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
り
ま
す
。 

か
に
の
子
ど
も
ら
は
も
う
よ
ほ
ど
大
き
く
な
り
、 

底
の
景
色
も
〜
す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
。 

＊
大
き
く
な
っ
た
兄
弟
の
様
子 

白
い
や
わ
ら
か
な
丸
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
る
く
、 

 

水
晶
の
つ
ぶ 

金
雲
母
の
か
け
ら 

 
 
 
 
 

静
か
な 

冷
た
い
水
の
底 

ラ
ム
ネ
の
び
ん
の
月
光 

 
 

イ
メ
ー
ジ 

青
白
い
火 

月
が
明
る
く
水
が
き
れ
い 

 
 
 

 

二
ひ
き
の
か
に
の
子
ど
も
ら
の
会
話 

 
 
 
 

「
や
っ
ぱ
り
、
ぼ
く
の
あ
わ
は
大
き
い
ね
。」 

 
 
 
 

「
大
き
か
な
い
や
、
お
ん
な
じ
だ
い
。
」 

 
 
 
 
 
 
 

＊
成
長
し
た
兄
弟
の
様
子 

 
 
 
 

 
 
 

【
お
父
さ
ん
の
か
に
の
登
場
】 

 
 
 
 
 
 
 

楽
し
み
で 

 
 
 
 

「
あ
し
た
イ
サ
ド
へ
連
れ
て
い
か
ん
ぞ
。
」 

 

平
和
な 

 
 
 
 
 
 
 

＊
楽
し
い
こ
と
を
予
感
さ
せ
る 

 
 

 

イ
メ
ー
ジ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

そ
の
と
き
、
ト
ブ
ン
。 

 
 
 
 
 
 
 

場
面
の
急
転 

  
 
 
 
 
 

黒
い
丸
い
大
き
な
も
の 

 
 
 
 
 
 

き
ら
き
ら
っ
と
黄
金
の
ぶ
ち
が
光
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
熟
し
て
落
ち
て
き
た
や
ま
な
し
） 

  
 
 
 

「
か
わ
せ
み
だ
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恐
怖 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊
五
月
の
経
験
か
ら
の
判
断 

 
 
 
 

 
 
 
 

遠
眼
鏡
の
よ
う
な
〜
あ
ら
ん
か
ぎ
り
の
ば
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
〜
あ
れ
は
や
ま
な
し
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

〜
つ
い
て
い
っ
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 

 

ユ
ー
モ
ラ 

 
 
 
 

 
 
 

あ
あ
、
い
い
に
お
い
だ
な
。
」 

 
 
 
 

ス
で
平
和 

月
明
か
り
の
水
の
中
は
、
や
ま
な
し
の 
 
 
 

な
イ
メ
ー
ジ 

い
い
に
お
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

そ
の
横
歩
き
と
、
〜
お
ど
る
よ
う
に
し
て 

青
い
ほ
の
お 

月
光
の
に
じ 

「
ど
う
だ
、
や
っ
ぱ
り
や
ま
な
し
だ
よ
。 

 
 

よ
く
熟
し
て
い
る
。
い
い
に
お
い
だ
ろ
う
。
」 

「
お
い
し
そ
う
だ
ね
、
お
父
さ
ん
。」 

 
 
 

期
待
と 

「
待
て
待
て
。
も
う
二
日
ば
か
り
待
つ 

 
 

 

豊
穣
の 

と
ね
〜
そ
れ
か
ら
、
ひ
と
り
で
に
お 

 
 

イ
メ
ー
ジ 

い
し
い
お
酒
が
で
き
る
か
ら
。
〜
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

波
は
、
い
よ
い
よ
青
白
い
ほ
の
お
を 

 
 
 
 
 

平
和
な
世
界 

 
 
 

 

〜
上
げ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
続
い
て
い 

 
 

金
剛
石
の
粉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

く
イ
メ
ー
ジ 

 

・
よ
ほ
ど 

・
小
さ
な
き
り
の
形 

 

・
水
晶 

・
金
雲
母 

・
ラ
ム
ネ
の
び
ん
の 

月
光 

・
青
白
い
火 

・
い
か
に
も 

      

・
イ
サ
ド 

  

・
ト
ブ
ン 

  

・
ぶ
ち 

 

・
す
く
め
る 

  

・
遠
眼
鏡 

・
あ
ら
ん
か
ぎ
り 

・
や
ま
な
し 

    

・
か
げ
法
師 

・
青
い
ほ
の
お 

       

・
青
白
い
ほ
の
お 

 

・
金
剛
石
の
粉 

水面 

水の底 


